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山梨県強靱化計画（案）の策定について

平成２６年１０月８日

第１回山梨県強靱化計画有識者会議資料



いかなる大規模自然災害が発生しようとも、｢致命的な被害を負わない強さ｣と｢速やかに回復する
しなやかさ｣を持った安全・安心な地域の構築に向けた「県土の強靱化」を推進するための計画

〇計画策定の基本的な方針

・施策の重点化 人口減少等による県民需要の変化、社会資本の老朽化等を踏まえるとともに、財政資金の効率的
な使用による施策の持続的な実施に配慮

・ハード対策とソフト対策の適切な組み合わせ
・平時にも有効に活用できる工夫

〇強靱化計画の位置付け

・県土強靱化の観点から、他の様々な分野の計画等の指針
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３ 強靱化計画策定のための組織

〇平成２５年１２月 国土強靱化基本法成立・国土強靱化政策大綱策定
〇平成２６年 ６月 国土強靱化基本計画閣議決定

本県が、国の「国土強靱化地域計画策定モデル調査実施団体」に選定される。

２ 経緯

〇山梨県強靱化計画有識者会議
強靱化計画を策定するにあたり、様々な分野の有識者から幅広な意見を伺うための組織
〇山梨県強靱化計画策定プロジェクトチーム

知事政策局次長をリーダーとする強靱化計画策定のための庁内組織

１ 強靱化計画とは

４ 計画期間

〇平成２７年度から平成３１年度までの５年間



強靱化計画の基本的な進め方 （PDCAサイクルを繰り返して計画を推進）

STEP １ 地域を強靱化する上での目標の明確化

STEP ２ リスクシナリオ（最悪の事態）、施策分野の設定

STEP３ 脆弱性の分析、評価、課題の検討

STEP４ リスクへの対応方策の検討

STEP５ 対応方策について重点化・優先順位付け

Plan

①基本目標の設定

①想定するリスク（自然災害）の特定
（案）地震（南海トラフ巨大地震、首都直下地震等）、富士山火山噴火、

豪雨・豪雪

②事前に備えるべき目標の設定

② 起きてはならない最悪の事態、施策分野の設定

①最悪の事態ごとに現行の取り組みによる脆弱性評価

①脆弱性評価結果に基づき、今後必要となる施策を検討し、

推進方針として整理

①影響の大きさ等を考慮して施策の重点化・優先順位付け

Dｏ
計画的に実施

Ａｃｔｉｏｎ
見直し・改善

Check
計画の評価
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